	開催セミナー

	第57回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2017年10月15日 (日)

　　13:30～16:00
	場　所
	大阪市立総合生涯学習センター　

大阪駅前第２ビル６階第２研修室

	講　演　者

	古池和宏 氏　税理士・NPO法人農楽マッチ勉強会副理事長

	タイトル
	農業における税金

	内容
	古池氏が農業関係者様からよく受けられる質問を中心に、税金を納める３大シーン ①稼ぐ、②使う、③残す、において｢うちはどうなってるかな？｣と考えてほしいポイントについてお話しいただきました。

①では、お金が残る経営とは？という観点から、｢資金｣｢経費｣｢品目ごとの利益｣などを紙1枚で俯瞰できる表にまとめて、年間計画を立てる方法をご紹介いただき、②では、｢原則課税｣｢簡易課税｣など複数の課税方法があることや、なぜその消費税がかかっているのか？意図を持って課税制度を選ぶことの大切さを、③では、相続はまずは誰にどれだけ分けるのか、財産がどれくらいあるのかの全体像を確認する必要があること、などを挙げられました。
｢農家はリスクがある分儲かってほしい。儲かれば後継者も手を上げる。｣というお言葉が印象的でした。


	講　演　者

	佐藤啓二 氏　（財）都市農地活用支援センター常務理事 兼 総括研究員

	タイトル
	2022年問題（生産緑地法）や都市計画と農業について知ろう

	内容
	平成４年から市街化区域内に指定されている生産緑地について、期限である30年を迎える2022年に向けての法律改正の内容や、都市農地保全に向けてのさまざまな取り組みについてお話しいただきました。
｢都市緑地法等の一部を改正する法律｣については、生産等に必要な施設以外にも、直売所や農家レストラン等の設置が可能になるなど農家以外にも農地を使ってもらうための措置が盛り込まれていること。また、｢都市農地の賃貸の円滑化に関する法律案｣の概要について、生産緑地を引き継ぐために貸借りがしやすくなるよう、農地を貸した場合にも納税猶予を継続できる税制改革が行われること、などをご説明いただきました。
また、農地を公園のようなものに位置づけたり、市民農園について｢農｣と｢遊ぶ｣｢働く｣｢住む｣などを組み合わせて食育や障害者の自立など福祉の方面で利用したり、高齢者が小商いとして就労できるような取り組みが出てきているとのことでした。
質疑応答では、農家の方々から法律改正が自身のケースにおいてどのように適用されるのか、といった具体的な質問がたくさん寄せられました。
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